



1.1 学部長/研究科長の言葉  








学会誌や国際会議等における発表は，著書・学術論文誌掲載 68 件，国際・国内コンファレンス発表 149 件，総
説・調査報告・市場調査等 38 件，国内大会発表等 512 件など，多くの成果を出しました．また，県立大学として地
















さらに 2013 年度からスタートさせた上記の科目等に対して経済産業省の「社会人基礎力を育成する授業 30選（2014







くてはならない学部・研究科」を目指し，近く迎える開学 20 周年に向けて人材の育成に取り組み続けます． 
  

















また，講座の各教員の教育・研究活動における，2014 年度の成果の概要を掲載しています．第 3 章は特集講座として，
特徴や実績のある講座の研究活動を紹介する章としました．これは講座としての取り組みであり，非常に規模の大きい興
味深い内容となっています．また，最終章には，学部としての教育活動についてまとめています．本学部・研究科では，
卒業研究とは別に，学生が主体となってチームを組み，研究計画を立てて実践的内容を行う PBL（Project Based Learning），











高配を賜りますよう期待いたします．なお，本報告書は 2009 年度よりオンラインで公開しております． 
本報告書について何か御意見，御感想等ございましたら，本学部業績管理委員会（奥付に連絡先が記載してあります）
までお気軽にお寄せ下さいますようお願い申し上げます． 
 
